
答案用紙配入上の注意:答案用紙のマーク欄には､正答と判断したものを－つだけマークすること。

ＨＺ３１２

第一級アマチュア無線技±「無線工学」試験問題

(５$零）脚UR問題の図中の抵抗などは、１日図Ｈ２号を用いて窪記しています６

３０問２時間３０分

A－１次の記述は､電界の強さがＥ〔V/m]の均一な電界について述べたものである｡「￣]内に入れるべき字句の正しい組合せ
を下の番号から選べ。

点電荷Ｑ〔c〕を電界中に置いたとき､Ｑに働く力の大きさは､[-71-]〔N〕である。
電界中で､電界の方向に,〔､〕離れた2点間の電位差は［-百~]〔V〕である。

（１）

(2)

ど
Ｅ
ね
幻

Ａ
Ｑ
Ｑ
Ｅ
Ｅ

ｒ
か
ｒ
ｒ
ノ
ノ

Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

１
２
３
４

Ａ－２次の記述は、導線の電気抵抗について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。

１断面積に反比例する。

２長さに比例する。

３導電率に比例する。

４一般に温度によって変化する。

５一般に導体の抵抗率は半導体の抵抗率よりも小さい。

Ａ－３図に示す回路において、抵抗〃の値が１５〔Ｑ〕、コンデンサのリアクタンスＸｃが２０〔Ｑ〕のとき、抵抗行で消費される電

力の値として、最も近いものを下の番号から選べ。

蛇＝20〔Ｑ〕１１１０〔Ｗ〕

２１６０〔Ｗ〕

３２４０〔Ｗ〕

４３２０〔Ｗ］

５５００〔Ｗ〕

'＝100〔V〕

交流電源
① 庁＝１５〔Ｑ〕

Ａ－４図に示す回路が電源周波数/に共振しているとき、ａｂ間のインピーダンスが１０〔ｋＱ〕であった。このときの可変コンデンサ
ｑの値として、最も近いものを下の番号から選べ。

100〔pF〕

200〔pF〕

300〔pF〕

400〔pF〕

１
２
３
４

Ｌ=18ｍＨ〕

〃＝６ｍ〕交流

庁：抵抗
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Ａ－５図に示す回路において、スイッチＳＷをａ、ｂ、ｃの順に切り替えたところ、直流電流計は、それぞれ４〔､A〕､２〔､A〕及び

’〔mA〕を指示した。このときの抵抗〃xの値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、直流電流計の内部抵抗は無視す

るものとする。

直流電流計
１２〔ｋＱ〕

９〔ｋＱ〕

４〔kＱ〕

２〔Ｍｍ

ｌ〔ｋＱ〕

１
２
３
４
５

直流電源 抵抗

ｇｂ石

Ｃ

ﾉ?ｘ

A－６次の記述は､可変容量ﾀﾞｲｵｰﾄﾞについて述べたものである｡Ｆ]内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選
べ。

（１）ＰＮ接合ﾀﾞｲｵｰﾄﾞに加える｢Ｔ]電圧を増加させるほど空乏層の幅は広くなるので､静電容量は回なる。した
がって、このダイオードに加える電圧によって静電容量を変化させることができる。

(2)この素子は､「で可とも呼ばれている。

Ｂ

大きく

小さく

大きく

小さく

大きく

Ｃ

バラクタダイオード

バリスタ

バラクタダイオード

バラクタダイオード

バリスタ

Ａ

順方向

順方向

逆方向

逆方向

逆方向

１
２
３
４
５

Ａ－７次の記述は、トランジスタの電気的特性について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。

１直流電流増幅率hFEは、エミッタ接地回路の直流のコレクタ電流しとベース電流｣bの比(ん/咽）である。

２コレクタ遮断電流ＪCBOは、エミッタを開放にして、コレクターベース間に逆方向電圧（一般的には最大定格電圧Ｉ'tBO）を
加えたときのコレクタに流れる電流である。

３ベース接地回路の高周波特性を示すα遮断周波数人は、コレクタ電流妃とエミッタ電流唯の比(Ｌ/いが低周波のときの

値より６〔｡B〕低下する周波数である。

４エミッタ接地回路の高周波特性を示すトランジション周波数（は、電流増幅率βが１となる周波数である。

５エミッタ接地回路のトランジション周波数八は、利得帯域幅積ともいわれる。

A－８次の記述は､図に示す低周波電力増幅回路の原理図について述べたものである｡「￣]内に入れるべき字句の正しい組合せ
を下の番号から選べ。

([）この回路のように、出力トランスを使わないですむように工夫されたプッシュプル回路は、ＯＴＬプッシュプル回路又は

田:鱗臨蜻に………‐…と…ﾄﾗﾝ……てい…
(2)この回路をＢ級で動作させるときは、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの入力特性の非線形による□ひずみを除去するために､二つの
トランジスタをそれぞれ順方向にバイアスして、無信号状態においてわずかにバイアス電流が流れるようにしている。

Ｃ

クロスオーバー

第二高調波

第二高調波

クロスオーバー

第二高調波

Ｂ

コンプリメンタリ

ダーリントン

コンプリメンタリ

ダーリントン

コンプリメンタリ

Ａ

ＳＥＰＰ

ＳＥＰＰ

ＳＥＰＰ

ＤＥＰＰ

ＤＥＰＰ

１
２
３
４
５

し

入力
し

Trl､Ｔ吃：トランジスタｌ'：直流電源
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A－９次の記述は､電圧増幅度がＡの演算増幅器(オペｱﾝﾌﾟ)の基本的な入出力関係について述べたものである｡［司内に入
れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、入力電圧Ｈはオペアンプがひずみ無く増幅する範囲にあるものと

する。

薊i島H1=,皇?【
(|）図１に示すようにＷ〔v〕を「－」端子に加えたとき、出力電圧''8は大きさがIｲの八倍で、位相が

(2)図２に示すように１，<〔V]を「＋」端子と「－」端子に共通に加えたとき、出力電圧1,6の大きさはほＩ

る。

４
０
Ａ
０

Ｂ
Ｎ
Ⅱ

Ａ

同位相

同位相

逆位相

逆位相

|参 注

１
Ｊ
１
１

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

Ⅲ
Ｌ
Ｌ
！

１
２
３
４

図１ＡＯＰ：オペアンプ図２

Ａ－１０アナログ信号を標本化周波数（〔Hz〕で標本化し、ｎビットで量子化したときのビヅトレート(BitRate)を表す式として、正し
いものを下の番号から選べ。ただし、ビットレートは、デジタル通信で用いる通信速度であり、１秒間に伝送されるビットの数

で表す。

１人/Ｐｕ〔bps〕

２〃Z/Ｍbps〕

３〃（〔bps〕

４人＋〃〔bps〕

５バー〃〔bps〕

Ａ－１１ＡＭ(A3E)送信機において、搬送波を単一の正弦波信号で変調したとき、送信機出力の被変調波の平均電力は118〔Ｗ〕、変調

度は60〔％〕であった。無変調のときの搬送波電力の値として、正しいものを下の番号から選べ。

１
Ｊ
Ｊ
１
ｌ

Ｗ
Ｗ
Ｗ
ｗ
Ｗ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
２
３
４
５

６０

７１

８７

１００

１１８

A-12次の記述は､ＦＭ(F3E)変調方式について述べたものである｡[司内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選
べ。

ＦＭ変調方式には､一般に自励発振器の同調回路における、【~]を変調信号によって変化させるなどの直接FM方式と､発
振器の後段に而二1を設ける間接FM方式があり､前者には搬送波の周波数安定度を良くするために□□回路を用いる。

Ｃ
疵
江
匝
疵
疵

Ｂ

位相変調器

平衡変調器

位相変調器

平衡変調器

位相変調器

Ａ

結合係数

結合係数

リアクタンス

リアクタンス

リアクタンス

１
２
３
４
５
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A－１３次の記述は､ＡＭ(A1AA2A)送信機に用いられる電けん操作回路について述べたものである｡、
の正しい組合せを下の番号から選べ。

内に入れるべき字句

(1)図１は、エミッタ回路を断続する場合の回路例を示す。図中の篭けんに並列に挿入されている庇とｃの回路は、

ｒＪｚＩ可フィルタである。
(2)図２は、電圧が高い回路や電流の大きい回路を断続する場合の回路例を示す｡断続する回路へ直接電けんを接続せず、

「百~１リレー(RL)を用いて間接的に回路の断続を行う。
(3)単信方式では一般に、電けん操作による霜けん回

路の断続に合わせて、アンテナの切り換えや受信機

の動作停止等を行う□ココリレーが用いられる。 ① ①
Ｂ

キーイング

チヤタリング

キーイング

プレークイン

チヤタリング

Ｃ

ブレークイン

ブレークイン

プレストーク

プレストーク

プレークイン

Ａ

キークリック

キークリック

キークリック

キーイング

キーイング

Ｐ＞！［
けん１

２
３
４
５

■『ＩＣ

図１Ｔｒ：トランジスタ 図２

Ａ－１４次の記述は、短波帯の送信機によるＦＭ放送受信機に対する電波障害を避けるための対策について述べたものである。このう

ち誤っているものを下の番号から選べ。

１送信機各部のシールド及び接地を完全にする。

２終段の同調回路とアンテナ結合回路との間を疎結合にする。

３送信機とアンテナとの間に高調波防止用の低域フィルタ(LPF)を挿入する。

４電信送信機のキークリックや電話送信機の過変調が生じないようにする。

５電源を通して電灯線に電波が漏れないよう、電源線に高城フィルタ(ＨＰF)を挿入する。

A－'５次の記述は､受信機に用いられる周波数弁別器について述べたものである｡[二二．内に入れるべき字句の正しい組合せを下
の番号から選べ。

‘霧繍濡謡繍E焉三鵬::鞠議場Ｉ醤嚇鰡囑号…………

Ｃ
剛
鎚
剛
魏
剛

Ｄ

フォスターシーリー

フォスターシーリー

アームストロング

アームストロング

フォスターシーリー

Ｂ

周波数

周波数

周波数

振幅

振幅

Ａ

振幅

振幅

振幅

周波数

周波数

１
２
３
４
５

Ａ－１６次の記述は、受信機における信号対雑音比(S/N）の改善について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号か

ら選べ。

１受信機の通過帯域幅を受信信号電波の占有周波数帯幅と同程度にすると、受信機の通過帯域幅が占有周波数帯幅より広い場

合に比べて、受信機出力の信号対雑音比(S/N）は劣化する。

２受信機の総合利得を大きくしても、それ以上に受信機内部で発生する雑音が大きくなると、受信機出力の信号対雑音比

（S/N）は改善されない。

３受信機の雑音指数が大きいほど、受信機出力における信号対雑音比(S/N）の劣化の度合いが大きい。

４雑音電波の到来方向と受信信号電波の到来方向とが異なる場合、一般に受信アンテナの指向性在利用して、受信機入力にお

ける信号対雑音比(S/N）を改善することができる。
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Ａ－１７図に示す半波整流回路及びコンデンサ入力形平滑回路において、端子ａｂ間に交流電圧Ｖを加えたとき、端子ｃｄ間に現れる

無負荷電圧の値が17〔V〕であった。Yの実効値として、最も近いものを下の番号から選べ。ただし、ダイオード、及び変成器

（変圧器)Ｔは理想的に動作するものとし、Ｔの１次側と２次側の巻線比は1:１とする。また、ＶＺ＝１．４とする。

１
Ｊ
１
Ｊ
１

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

ｆ
ｆ
ｆ
Ｌ
Ｌ

１
２
３
４
５

０
２
４
７
４

１
１
１
１
２ 缶しｉ 〔V〕

．ｂ

、：ダイオード

Ｃ：静電容量Ｆ〕

A－１８次の記述は､鉛藤電池について述べたものである｡、内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

（１）充電と放電を繰り返して行うことができるｒ７ｎであり､規定の状態に充電された鉛蓄電池の一個当たりの公称電圧は、
「百可である。

(2)放電終止電圧が定められており､それ以上放電すると鉛蓄電池が劣化する｡この放電終止電圧は､[~で可程度である.

Ｃ

１．２

１．８

１．２

１．２

１．８

池
池
池
池
池

電
電
電
電
電

次
次
次
次
次

Ａ
一
一
二
二
一
一

８
０
８
０
Ｏ

Ｂ
Ｌ
ｚ
Ｌ
２
２

１
Ｊ
Ｊ
１
１

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｊ
１
１
Ｊ
１

Ｖ
ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

ｆ
し
し
ｆ
Ⅲ

１
２
３
４
５

Ａ－１９次の記述は、進行波アンテナと定在波アンテナについて述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ○

１進行波アンテナの周波数特性は、通常、定在波アンテナより狭帯域である。

２終端がその線路の特性インピーダンスと等しい抵抗に接続されたアンテナ上には進行波のみが流れ、これにより電波を放射

するアンテナを進行波アンテナという。

３先端が開放されているアンテナ上には定在波が発生し、これにより電波を放射するアンテナを定在波アンテナという。

４定在波アンテナは、放射素子を共振状態のもとで使用する。

A-20次の記述は､同軸形給電線について述べたものである｡[司内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

('）同軸形給電線は､ｎK~]形給電線として広く用いられており､外部導
体がシールドの役割をするので、放射損失が少なく、また、外部電磁波の

影響を受けにくい。

(2)特性ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは､内部導体の外径､外部導体の[=亘．及び両導
体の間に使用している絶縁物の比誘電率で決まり、比誘電率が大きくなる

ほど特性ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは□なる｡また､周波数が高くなるほど誘
電損が大きくなるため、主に極超短波(UHF）帯以下の周波数で使用される。

径
径
径
径
径

Ｂ
内
外
内
外
内

Ｃ

大きく

小さく

小さく

小さく

大きく

衡
衡
衡

衡
衡
平
平
平

Ａ
平
平
不
不
不

１
２
３
４
５

Ａ－２１電離層の臨界周波数が12.0〔MHz]であるとき、600〔k､]離れた地点と交信しようとするときのNUF(最高使用可能周波数)の値

として、最も近いものを下の番号から選べ。ただし、電離層及び大地は水平な平面で、電離層での反射は1回とする。また、電

離層の見掛けの高さを300〔km〕、厄＝1.4とする。

１８〔MHz〕２１２〔MHz〕３１４〔MHz〕４１７〔MHz〕５２４〔MHz〕
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Ａ－２２次の記述は、電離層の状態について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。

１Ｅ層は地上約100〔k､〕の高さに現れ、Ｆ層は地上約200〔k､〕から400〔km〕の高さに現れる．

２Ｆ層の電子密度は、Ｅ層の電子密度に比較して大きい。

３電離層の電子密度は、昼間は小さく夜間は大きい。

４Ｆ層の高さは、季節及び時刻によって変化する。

５太陽黒点数の多い年は、少ない年よりも電離層の電子密度は大きくなる。

Ａ－２３図に示す測定回路において、電流計の指示値をノ〔Ａ〕、電圧計の指示値をＥ〔V〕及び電圧計の内部抵抗をｒ〔｡〕としたとき、

抵抗行〔Ｑ〕の消費電力Ｐ〔Ｗ〕を表す式として、正しいものを下の番号から選べ。

Ｊ〔A］

ｒ

ノ
ノ

２Ｂ

ｒ
炉

酊
ノ
ッ
Ｊ
ｒ
が
ｒ

Ｅ
Ｅ
〆
〆
〆

十
一
十
一
十

１
Ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｊ

Ｂ
Ｆ
Ｄ
Ｄ
Ｂ

一
一
一
一
一
一
一
『
’
一

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

１
２
３
４
５

ｒ〔Ｑ〕

Ｅ〔V〕

電源

①:直流電流計 ①:直流電圧計

A-24次の記述は､図に示す構成によるssBO3E)送信機の出力電力の測定方法について述べたものである｡Ｆ]内に入れるべき
字句の正しい組合せを下の番号から選べ｡なお､同じ記号の「]内には同じ字句が入るものとする。

(1)低周波発振器の発振周波数を1,500〔Hz〕とし、その出力をレベル計で監視して常に一定に保ち、可変減衰器を変化させて

SSB送信機への変調入力を順次増加させ､SSB送信機から擬似空中線に供給される広]をCM形電力計の入射電力と反
射電力の差から求める。

(2)この操作をSSB送信機の出力電力が最大になるまで繰り返し行い､変調入力対出力電力のｸﾞﾗﾌを作り､「百可を読み

とる｡このときの「訂の値がSSB送信機から出力されるj3E電波の□となる。

Ｃ

尖頭電力

飽和電力

平均電力

飽和電力

平均電力

Ａ

平均電力

平均電力

平均電力

尖頭電力

尖頭電力

Ｂ

飽和電力

平均電力

飽和電力

平均電力

飽和電力

１
２
３
４
５ 巴

Ａ－２５次に示す、指示電気計器の分類と図記号の組合せで、誤っているものを下の番号から選べ。

２誘導形 ３静電形 ５熱電対形(熱電形）４電流力計形１可動鉄片形

□菫①÷坐、

B－１次の記述は､電磁誘導について述べたものである｡円内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

（１）コイルと鎖交する磁束が変化すると、コイルに誘導起電力が生じ、その誘導起電力の大きさは、鎖交する磁束の時間に対す

る変化の割合に「ﾃ了]する｡これを電磁誘導に関する[ニヱコの法則という｡そのときの誘導起電力の方向は､起電力に
よる誘導電流の作る磁束が､もとの磁束の変化をＦ~]ような方向となる｡これを「三~]の法則という。

(2)運動している導体が磁束を横切っても､導体に起電力が誘導され､誘導起電力の方向は､フレミングの□の法則で
示される。

４ファラデー

９右手

１促進する

６妨げる

５クーロン

１０左手

２比例

７反比例

３レンツ

８磁界

(HZ312-6）

ＣＭ形

電力計

擬似

空中線

ＳＳＢ

送信機



B－２次の記述は、電界効果トランジスタ（FET）について述べたものである。このうち尿しいものをｌ、誤っているものを２とし

て解答せよ。

アＰＥＴは、代表的なバイポーラトランジスタである。

イＦＥＴは、接合形とMOS形に大別される。

ウ接合形FETは、ＭＯＳ形ＦＥＴに比べ人力インピーダンスが高い。

エ樵造が、金属(ゲート）‐酸化膜(絶縁物）－半猟体により形成されているものを按合形ＦＥＴという。

オガリウムヒ素（GaAs)ＦＥＴは、マイクロ波高出力噸|陶器に用いられている。

B－３次の記述は、スーパヘテロダイン受隅機の選択度を向上させる方法について述べたものである。このうち正しいものをｌ、誤

っているものを２として解答せよ⑥

ア近接周波数に対する選択度を向上させるために、’１．１間周波変成器の同調回路のＱを大きくする。

イ近接１，W波数に対する選択度を向上させるために、中間周波数をできるだけ高い周波数にする。

ウ近接周波数に対する選択度を向上させるために、！':Ｉ間周波増幅段に通過帯域外の減衰傾度の大きい帯域通過フィルタ(BPF）

を使用する。

エ影像周波数に対する選択度を向上させるために、中間周波数をできるだけ低い周波数にする。

オ影像周波数に対する選択度を向ｈさせるために、満周波増l1llii器を設ける。

B－４次の記述は、超短波(VHF)illfのアンテナの利得について述べたものである｡|■■|内に入れるべき字句を「の番号から選べ。

(1)試験アンテナの入力電力Ｐ〔Ｗ〕及び基準アンテナの入力電力凡〔Ｗ〕を、同一距離で同一電界強度を生ずるように調雛し

たとき､試験ｱﾝﾃﾅの利得ｃは､ｃ=「〒~](輿数)で定義される。
(2)基準ｱﾝﾃﾅを[~Ｔｌｱﾝﾃﾅにしたときの利得を絶対利得､田ｱﾝﾃﾅにしたときの利得をｵ'１対利得という。
(3)半波長ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙｱﾝﾃﾅの最大放射方向の[~ﾖE可利得はL64(真数)で､等方性ｱﾝﾃﾅの絶対利得の値(真数)より

「;iご可。

４３素子八木

９半波長ダイポール

３等方''1１

８パラボラ

５/図l/’

１０Ｆ/凡

１絶対’

６相対．

２大きい

７小さい

B－５次の記述は､短波帯のフェージングの'隆減方法について述べたものである｡「

なお､同じ記号の［三．内には､同じ字句が入るものとする。

内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

（１）受信fliZ界強度の変動分を補償するために無線fli誌(A3E)受信機に□lhI路を設けたり､無線髄偲(Ａ１Ａ)受旧
機の検波回路の次に[刀を設けて､検波出力の振幅をそろえるなどの方法がある。
｜ア｜回路は、上下の側波帯も搬送波も一様にレベルが変動するフェージングがあるとき、その影瀞を軽減することが
｜ウト

(2)同一送信点から二つ以上の周波数で|可時送信し､受信信号を合成又は切り換える[~=E可ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨや､受信アンテ
ナを数波長以上離れた場所に設慨して､その信号出力を合成又は切り換える[~Ｔｌダイバーｼﾃｨという方法がある。

５周波数

1０（iii波

４ＬＰＦ

９リミタ

ｌ空間

６干渉

２できる

７できない

３ＡＧＣ

８スケルチ.

(HZ312-7）
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A問題

問題 正答

〔Ａ－１〕 ２

〔Ａ－２〕 ３

〔Ａ－３〕 ３

〔Ａ－４〕 ３

〔Ａ－５〕 ２

〔Ａ－６〕 ４

〔Ａ－７〕 ３

〔Ａ－８〕 １

〔Ａ－ｇ〕 ４

〔Ａ－１０〕 ３

〔Ａ－１１〕 ４

〔Ａ－１２〕 ５

〔Ａ－１３〕 １

〔Ａ－１４〕 ５

〔Ａ－１５〕 ５

〔Ａ－１６〕 １

〔Ａ－１７〕 ２

〔Ａ－１８〕 ５

〔Ａ－１ｇ〕 １

〔Ａ－２０〕 ３

〔Ａ
`Uf･~

￣

２１〕 ４

［Ａ ￣ Ｂ２〕 ３

〔Ａ ￣

ＩｖＵ・￣

２３〕 ２

〔Ａ ￣ ２４］ １

〔Ａ－２５ ］
７－－９１･マー￣１

４

Ｂ問題

問題 正答

〔Ｂ－１〕

ア

イ

ウ

エ

オ

２

４

６

３

９

〔Ｂ－２〕

ア

イ

ウ

エ

オ

２

１

２

２

１

〔Ｂ－３〕

ア

イ

ウ

エ

オ

１

２

１

２

１

〔Ｂ－４〕

ア

イ

ウ

エ

オ

５

３

９

１

２

〔Ｂ－５〕

ア

イ

ウ

午

オ

３

９

２

５
~ママ｢


